Round-table: The reception of Mother Goose in Japan, commemorating Professor Kusumoto\u27s retirement by 楠本 君恵 et al.
<座談会>楠本君惠教授退職記念座談会 マザー・グ
ースの受容をめぐって














































































































































































































































































































































































































































































調査されたアンケート結果でも，“Baa, baa, black sheep”は全部，上位に
出ていましたね。私がリサーチしたときも，子供に「何が好き？」という
と，“Baa, baa, black sheep”を挙げる子が多かったのですが，そのracism
の観点から，ある小学校では“Baa, baa, black sheep”ではなく“Moo, moo, 
Jersey cow, Have you any milk?”と変えてうたわせる，要するにblackとい
うのがだめというのでビックリしました。
そのときは，そこまでracismに考えるのはと思っていました。それが去





















鷲　津　ええ。いい例がアガサ・クリスティの『And Then There Were 
None』。あれなどはイギリスの本を見ると，まだniggerで出ているのがた
くさんあります。
高　屋　“Ten little nigger boys”の形でですね。
鷲　津　でも，アメリカでは絶対だめですよね。今，Indianもだめで，
どうなっているのかしらと思っていますけれども。
高　屋　“Baa, baa, black sheep”の歌詞は，“Moo, moo, Jersey cow”に
なるんですか。
鷲　津　そうですね〜。“Have you any milk?”になる（笑）。
楠　本　私が調査に行ったときも，「ぼくたちはこううたうんだよ」と言














































































































































という“I’m a little teapot”や“Round and round the garden”。私が向こう
に行ったときに，ナーサリー･ライムを調べるならオーピーの『ODNR』と













































“Twinkle, twinkle, little star”などでも，最初はちゃんとジェーン・テ
イラーと出ているんです。それが消えていって，そしてアメリカなどに渡























































































いう童謡集を出したときに，“A Nursery Rhyme Book”という副題をつけ
ていますね。






































































































































































































































































“This is the house that Jack built”なども，“This is the farmer sowing his 



























































































































































































































































津先生のおっしゃる“One, two, three, four, five”と，もう一つ，いまま
で発表されていなかったものが載っているんです。













が，前半部分だけなので“I had a little pony”のほうは載っていません。


























































楠　本　“April, June, and November; All the rest have thirty-one,”「四
ト六ト九ト十一ハミソカナリ」。（笑）。






後 半 部 分 が“Twentie and eyght hath February alone, / And all the rest 
thirty and one”というように，この翻訳に近いかたちのものも出てきます。
鷲　津　それが出たのが明治18年ですか。
川　戸　明治18年６月です。おそらく，英語教科書ルートとはまた別系
統の，雑誌や書物に掲載された翻訳で最も古いものがこれだと思います。
高　屋　先生はどうやってそんなことをお調べになるんですか。体は一
つしかないのに（笑）。
川　戸　実は，グリムとアンデルセンの作品が，同じように最初は外来
の英語教科書から入ってきた。慶應義塾や東京大学系統の学校で使われて
いる教科書なんですが，そこから入ってきて，英語学習用の教本に最初の
翻訳が載る。そして，その教科書ルートを離れて，最初に翻訳が掲載され
るのが，この『RŌMAJI ZASSHI』という雑誌でした。
グリムは「羊飼いの童」，アンデルセンは「裸の王様」の翻訳です。つま
り，グリムもアンデルセンも，マザ ・ーグースもみな，明治十年代までは，
だいたい同じ受容経過をたどっているということがいえるのです。
ただし，マザー・グースの場合はその創刊号ですから，こちらのほうが
早い。しかも，それを訳したのが『新体詩抄』の外山正一ということです
から，私にとってこれは大変大きな発見ということになります。
そういうことで，今度の座談会で是非これを紹介させていただこうと。
高　屋　これで初めて活字に出ますね。
鷲　津　こういうものが土岐善麿につながっていくのですか。
川　戸　はい，おっしゃるとおりです。要するに，土岐善麿もローマ字
運動なんです。もっとさかのぼれば，西周が明治７年に『明六雑誌』で日
本語をローマ字で書くことをすでに提唱しています。明治十年代に入って，
矢田部良吉，外山正一，神田乃武らによって「羅馬字会」が設立されます。
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外国人でいえば，王堂・チェンバレン（B. H. Chamberlain）などもそのメ
ンバーの一人に加わっています。
要するに，日本人は漢字を覚えるのに膨大な時間を費やしている。そん
なことはしないで，日本語は簡単にローマ字で表記して，時間をもっと違
う知識の習得に使おうと。そうした運動のよりどころとして創刊されたの
がこの『RŌMAJI ZASSHI』という雑誌でした。
鷲　津　そのローマ字運動が実はイギリスかアメリカか，どちらか忘れ
ましたが，その外国の戦略の一つだったという話も聞きました。日本語を
すべてなくして，ローマ字にしろという。
川　戸　そうだと思います。「羅馬字会」が設立される直前には，日本語
をすべて平仮名で表記しようという「かなのくわい（仮名の会）」なども設
立されています。「羅馬字会」は，主として洋学者の集まりですから，その
機関誌には，グリムやアンデルセン，マザー・グースなどの翻訳が掲載さ
れました。そのマザー・グースの翻訳を行っているのが，東京大学総長や
文部大臣を勤めた外山正一であったというのは非常に面白い発見だと思う
んです。
さらに，明治三十年代後半になると「ローマ字ひろめ会」というのがで
きて，鷲津先生がおっしゃるように，土岐善麿もそこから『NAKIWARAI』
というローマ字歌集を出版します。善麿は，その後も，ローマ字運動と密
接に関わって，大正８年には，例の「ハンプティ・ダンプティ」のローマ
字訳である「Karrapono Kame（空っぽの甕）」が掲載された『おとぎうた』
を出版します。
要するに，子供たちにローマ字を広めるための材料の一つとして，彼は，
マザ ・ーグースを利用しているのです。つまり，外山が『RŌMAJI ZASSHI』
でやったのと同じことをやっている。ローマ字運動に関わる二人の先駆者
が，期せずして行ったマザー・グースのローマ字化，私はその点に大変興
味を覚えました。
私は，専攻が比較文学なので，自分の英語教育における実践というより，
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そうしたローマ字運動の流れの上からみた，マザー・グースの受容の経過
をお話しさせていただきました。これも広い意味で教育に関連する問題と
とらえていいものだろうと思います。
楠　本　すごく面白いですね。マザー・グースを通して日本の教育史，
言語文化史に分け入れる。
川　戸　これはまだ誰も言っていません。『新体詩抄』という日本の新体
詩運動の契機となった本の著者の一人が，マザー・グースの最初の翻訳者
でもあったというのです。
高　屋　西洋詩を翻訳した一番最初の詩集ですね。
川　戸　外山正一と矢田部良吉，それに井上哲次郎が加わって『新体詩
抄』を発表する。そのうちの一人が３年後にマザー・グースの翻訳を公に
する。しかも「歌」としてそれを掲げる。それも，「子供のため」という欄
に。
その「子供のため」という欄を参考にして出来たと思われるのが，明治
21年に『女学雑誌』に開設される「子供のはなし」という欄です。編集者
の巌本善治は，そこにグリムやアンデルセンの童話をたくさん載せていき
ますが，どういうわけか，マザー・グースの翻訳は載せていません。つま
り，そこがマザー・グースと，グリムやアンデルセン童話との受容上の分
岐点ということになります。
なぜマザー・グースは取りあげられなかったのか。それは，先ほどどな
たかがおっしゃった，日本における物語重視の傾向と関係するのかもしれ
ません。あるいは，原詩のもつナンセンスの面白さが，当時の人にはよく
理解できなかったということも関係しているのかもしれません。
ともあれ，それ以降の一般雑誌や子供向け雑誌においてマザー・グース
が取りあげられたという例を私は知りません。明治40年代に入って，竹久
夢二が『さよなら』という本の中でその翻訳を何編か取りあげるまで，マ
ザー・グースはほとんど姿を消してしまうというのが，一般雑誌や書物に
おけるマザー・グースの受容の流れです。
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姿を消すということで思い出したのですが，先ほどお話しする機会がな
かったのでここで少しふれさせていただきたいと思うのは，楠本先生の「日
本のわらべうたとマザー・グース」という論文です。私にとっては，この
論文のテーマが一番面白いテーマでした。マザ ・ーグースは，今日なお人々
の間に力強く生きのびているのに，日本のわらべうたはどうして過去の遺
物のようなものになってしまったのか。
それは平野敬一先生も指摘されているように，明治以降の学校教育がわ
らべうたのような伝承文化にまったく理解を示さなかったということが，
大きな原因だったと思います。あるいは，これも平野先生が言われている
ことですが，わらべうたのよって立つ「基盤」がマザー・グースの場合よ
り「脆弱」であったということなのかもしれません。
ともあれ，今日，日本のわらべうたはマザー・グースと違い，わたした
ちの日常生活からかけはなれた存在となってしまっている。そこまでは，
誰もが気がつくことなのですが，では，一体どうしたらそれを今日の世に
蘇らせることができるるのか。楠本先生の論文は，そこに中心テーマがお
かれている。つまり，「再生に関する一考察」というわけです。私が一番興
味をひかれたのはその点です。
それは，さきほどの無名性ということと関係するのだと思いますが，わ
らべうたが生きのびていくには，人々がそれを，絶えず，時代にマッチし
た新しいものへと作り替えていく必要がある。その再生を，出来るだけ多
くの人が参加して行っていく必要がある。それによって，はじめてわらべ
うたが現代社会に生きのびていくだけのパワーを帯びるのではないか。先
生の論文の中で，その方向性が示されていることが，非常に独創的で，私
にとっては一番興味深い点でした。
桃太郎の昔話やアンデルセンの童話などをみても，少しずつ解釈や意匠
を変えて，くり返しくり返し，絵本やテレビなどに登場してくる。古い昔
話や童話がしっかり現代社会に根をおろしている。その点からみても，や
はりその方向性はまちがっていないのだなと，私自身，納得した次第です。
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話が長くなって申し訳ありません。
楠　本　「再生」に関する考察では，長いこと考えていた方向性を私なり
に探ってみました。でも論文としては抒情に流れてしまいました。川戸先
生のお話面白いですね。日本の教育の中に，生かされてきたマザー・グー
スということについてもう少しお話しいただけますか。
川　戸　明治も後半になりますと，先ほど申しましたように，英語学習
教材としてのマザー・グースの利用価値が注目されるようになって，英語
学習雑誌などに，さまざまなかたちでとりあげられるようになります。
そうした動きが最近になってまた復活して，鷲津先生がお話しくださっ
たように，英語のリズムを身につけるための教材としてそれを活用してい
こうという新たな取り組みがなされるようになりました。
私がお話したのが，英語教育にマザー・グースが利用される最初の部分
で，鷲津先生がお話し下さったのが，その最新の部分ということになるか
と思います。
それをつなげていくと，明治以来の英語教育におけるマザー・グースの
利用の仕方の変遷が概略見えてくる。先程来，お話をうかがっていて，そ
のへんが大変興味深い点だと思いました。
鷲　津　川戸先生に声をかけていただいて『図説児童文学翻訳大辞典第
四巻』にそのへんのことを私も書かせていただきました。明治から大正に
かけて優秀な英語教師が結構いますのよね。
川　戸　たとえば，長谷川康という。
鷲　津　そのことについて，だいぶ調べまして，この方は今の開成高校
の先生だったのですが，先生がお持ちの英語雑誌の中にも訳した，これで
すか。
川　戸　そうです。 この『英語之友』に掲げられた「いぎりすの守歌」
という連載です。
鷲　津　『きらきら星』などは，ピッカピッカと非常にユニークなリズム
を重視した訳をしています。彼自身が正則英語学校で勉強していまして，
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英語を生で浴びて，生のナーサリー・ライムなども非常に英語教育に大事
だと。とにかくこのナーサリー・ライムは読んで，暗唱して，口ずさめる
ようにすることだと言っていますね。私はこれはナーサリー・ライムの原
点だと思います。
楠　本　だから，日本英語から脱するにはまずはナーサリー・ライムを
覚えることだというのが，すごくよくわかりますね。
鷲　津　そう思います。ある意味で明治時代の英語教育のほうが，今の
英語教育よりも英語の本質をつかまえてしていた先生がいたのではないか
と。
川　戸　一方で，実用英語教育が叫ばれていた時代でもありました。
明治期のナーサリー・ライム（マザー・グース）に対する理解がどの程
度のものであったか，それを確認するために，ここでちょっと今名前のあ
がった長谷川康の受けとめ方を紹介させていただこうと思います。
長谷川の解釈の特徴は，それを「守歌」すなわち「子守歌」ととらえて
いることです。子守歌といっても，当時の理解では，必ずしも「寝かせ歌」
ばかりではなく，「目ざめ歌」もあれば，「遊ばせ歌」もある，かなり広い
ものが含まれていたと考えていいのではないかと思います。
長谷川は，まず，それを「守歌」と受けとめた上で，次のようにナーサ
リー・ライムの説明を行っています。
ナーサリー・ライムというのは，「無邪気」なことを，「口調」よくいっ
ているだけで，別に「深い意味」などはないのが普通です。しかし，同時
に，そこにすてがたい面白味があるものです。 だから，みなさんも，意味
はともかく，発音に気をつけて，暗誦してごらんなさい，と。
マザー・グースの解釈といい，利用の仕方といい，現在のマザー・グー
スを使った英語教育法にも通じる，実に画期的な受けとめ方ではなかった
かと思います。
鷲　津　面白いのが，『英語青年』でしたか，あのころの英語教師が読む
雑誌があって，それをずっとひも解いていくと，「教科書の中に英詩のコー
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ナーがあるが，その英詩のコーナーをとばす先生が多い」，と長谷川康は嘆
いているのです（笑）。つまり，読んで楽しい英詩の強弱のリズムと韻，ま
さに韻律法ですよね。そのprosodyがよくわからずに，面白みを伝えられる
先生がいないからであろうが，抜かして，これは論外である，というよう
なことを長谷川さんが書いている。
実はその長谷川康という方は面白いんです。今話したように開成中学で
ずっと教鞭を取っていて，奥野信太郎や藤田圭雄先生も教えてもらってい
る可能性がある。留学前に藤田先生とお会いしたときに，マザー・グース
を研究したいという話をすると，「ああ，マザ ・ーグースは面白いから，い
いテーマだと思うよ。ぼくも中学生のころに丸善でマザー・グースの絵本
を買ってね，それでそのころからの大ファンなんだ」とおっしゃっていま
した。なぜそのころに興味を持たれのか，ひょっとしたら，この長谷川康
の影響があるのではないかと。
川　戸　実はナーサリー・ライムを連載する１年前に，長谷川康は『不
思議の国のアリス』の対訳を連載しています。当然のことながら，それが
日本における『不思議の国のアリス』の対訳の第１号となりました。それ
も，有名なブランチ・マクマナスの挿絵つきです。
高　屋　『英語之友』ですか。
川　戸　『英語之友』です。ナーサリ ・ーライムも『英語之友』に連載さ
れていますので，やはり，そういう音声面での英語教育に力を注いだ人だ
ったと思います。
鷲　津　もともと長谷川康は英詩が専門で。
川　戸　そうです。テニスンの『イノック・アーデン』の注釈書を出し
ています。斎藤秀三郎門下の人でした。
鷲　津　斎藤秀三郎の一番弟子ぐらいですよね。
川　戸　かなりの高弟であったと思います。主として民間の私塾や中学
校などで教鞭を採っていた長谷川は，1949年に亡くなったときに「町道場
のえら者といわれた長谷川康氏も七十二歳を一期として，あの世の人にな
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った」という，その死を惜しむ追悼文が『英語青年』誌上に掲載されまし
た。
楠　本　文学部で先生からこういうことを教われる学生さんは本当に幸
せだと思いますね。
法政大学とマザー・グース
楠　本　そろそろ時間がなくなってしまいそうなので，法政大学とマザ
ー・グースということについて少しお話しさせてください。
この経済学部に詩人の山本太郎先生がおられました。画家の山本鼎氏の
ご子息で北原白秋の甥です。その山本太郎先生が30年近く前の『ユリイカ』
の「特集　まざあ・ぐうす」に，「マザー・グースの和訳をやってみたいと
思っていたら，谷川俊太郎に先を越された。ちょっと悔しい。白秋には白
秋調の，俊太郎には俊太郎風のマザー・グースがあるのだから，ぼくなり
のやつ，そのうち一つぐらい増えても差し支えないだろう」と，そんなふ
うに書いておられました。先生は在職中に亡くなられてしまいました。も
し先生が訳されていたら，白秋とも，谷川先生とも違う日本のマザー・グ
ースが誕生していたかも知れないと思うととても残念です。
『イギリスのわらべうた』を出された木島始先生も法政の先生でした。詩
人であられた木島先生の訳はすてきですね。先生はご退職後，本当にもっ
たいないお年で亡くなられてしまいました。
それから，去年，この経済学部を退職なさったアン・ヘリング先生は，
『奇想天外でおもしろいハンプティ・ダンプティの本』を出されています。
あれもとても面白いですね。武井武雄先生の絵もいいです。法政大学には
こういうすばらしい先輩たちがいてうれしく思います。
川　戸　さらに楠本先生がいらして。
楠　本　いいえ，私など。私にはマザー・グースはどうしても満足のい
くように訳せません。マザ ・ーグースは難しいですね。詩人でなきゃだめ，
詩人の要素が必要なんですよね。
499
終わりに
高　屋　最後にマザー・グースの魅力と今後の研究について皆さんにお
話しいただこうと思っていたのですけれども，すでにマザー・グースの魅
力について，皆さん，いろいろ語ってくださいました。今後の研究や教育
など，興味をお持ちのことについても話していただきました。最後に何か
ございましたら。
楠　本　マザー・グースというとらえどころのない，大きな大きなもの
をめぐって，マザー・グースに造詣の深い皆さまと，本当に楽しい時間を
持つことができました。
皆さん，教育者でいらっしゃいますので，教室で話せば，それが50人，
100人に広がっていくというすばらしい立場におられる方がたです。10年
後，20年後に日本でどのように受容されているかと考えると楽しくなりま
す。マザーグースの最初期の受容について，貴重な実物を前に詳しいお話
をお聞きできたのも，マザー・グースと英語教育ということについてこん
なに深く話し合えたのも望外の喜びです。
先ほどの山本太郎先生が「マザー・グースにあるような遊びの裏に怖い
牙を隠したわらべ歌をいつか自分も作りたいものだ」と，どこかで書いて
おられましたが，マザー・グースの不可思議な魅力は日本の詩人たちのあ
こがれでもあるのだと思います。英国と同じ島国の私たちをこんなに引き
つけるマザー・グースのイメージの広がりを私たちも共感でき，それが日
本の文化をさらに豊かなものにしてくれることを願っております。
きょうは本当にありがとうございました。司会の高屋先生，ありがとう
ございました。
高　屋　まだまだ語り尽きませんが，楠本君惠先生のご退職記念座談会
をこれで終わりにさせていただきます。本日は暑い中をお集まりいただき，
本当にありがとうございました。
楠本君惠教授退職記念座談会
